











Aggregation of Kaolin or Kieselguhr Suspension by Commercial 
Polyacrylic Amides Coagulants 
Tadatomo ASAOKA 
Hironori YOKOBORI 
In order to increase the applicability of commercial polyacrylic amides c侃gulants to water 
treatment， a series of sedimentation velocities of 2 % kaolin or kieselguhr suspension are measured 
for several existing quantities of each cωgul叩t. Seven and ten sorts of cωgulants are used for 
the kaolin and kieselguhr suspension. respectively. τbe comparison of bothωses showed some 
similarity and considerable difference in the aggregation effects of these cægulants. But， it is 
presumed that mole氾ular weight and degree of hydrolysis of polyacrylic amide would be related 
to the abi1ity of each cωgulant. 












化 学 構 造
A PAA 
AH-1 PAA部分加水分解物
9 - 2 同上， 側鎖あり
9 3 PAA部分加水分解物
。 -4 。 (約10%)
9 - 5 4シ
H -05 PAA5%加水分解物
。 10 b 10% か
。 -20 。 20% イシ











(1)試 料 カオリンは局方， ケイツウ土は工業 (][)実験方法 内径12.8mm ， 長さ300mmの目
用品。 PAA類は市販または市販予定品で， 表 1に 盛っき沈降管(すり合せ共栓付)に， カオリンある
























































































































4.41 3.72 3.50 













ぉ 主11 :' -6ー 11 ]() -1]ー に函き，その曲線の急速沈降と緩\II -L'>- II 三11 一団ー 速沈降の両部分の切線のなす角の
λH -:i -�- 11 :，11 一⑥ー 二等分線が曲線と交わる点と曲線
H--():) -�ー の出発点を結ぶ直線の勾配から沈













であり， 加水分解の程度は5， 10 





























"" .) 弓 25 SfI Ij炉 ."川I{I材、il !fl(l 
凝集斉Ij使用量(皿g/l)
線で示され高い凝集能力をもって 図-2 2%ケイソウ土懸濁液の沈降












( i) カオリンとゲイソウ土とでは， その懸濁液の
PAA類による凝集について凝集剤の種類によって
類似の点とかなり相違する点とがあることが認めら
れた。
(ii) PAA類の分子量や加水分解の程度が凝集能
力と関連することが再認識された。
(iii)凝集剤はその種類と懸濁物質との組合せによ
こて適用量範閉が変化することがかなりあることが
認められた。
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